
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

器
を
設
置

　

電
気
自
動
車
の
普
及
推
進
と
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
た

め
、
市
役
所
裏
駐
車
場
に
急
速
充

電
器
を
設
置
し
ま
し
た
。
24
時
間

利
用
可
能（
30
分
で
約
80
％
充
電
）

で
、
当
分
の
間
は
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

問
環
境
課（
あ
２
２
―

８
１
６
８
／
い
２

２
―

８
１
３
６
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア「
ポ
プ
ラ
」に

市
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

倉
吉
市
と
ポ
プ
ラ
と
の
災
害
時

協
力
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け

に
、
市
内
の
ポ
プ
ラ
全
７
店
舗
に

倉
吉
市
の
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。
市
報
を
は
じ
め
、

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
が
お
近
く
の
ポ
プ
ラ
で
入

手
で
き
ま
す
。

問
商
工
課（
あ
２
２
―

８
１
２
９
／
い

２
２
―

８
１
３
６
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

  

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、

年
金
の
額
に
応
じ
て
決
ま
る
の
で

は
な
く
、
給
料
や
事
業
に
よ
る
所

得
な
ど
、
全
て
の
収
入
を
も
と
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る（
特
別
徴

収
）人
は
、
前
年
度
の
２
月
と
同
額

の
保
険
料
が
、
４
月
、
６
月
、
８

月
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
６
月
、
８
月
の
保
険

料
額
は
、
住
民
税
の
賦
課
決
定
な

ど
に
よ
り
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料
額

は
、
６
月
下
旬
に
送
付
す
る「
介
護

保
険
料
の
お
知
ら
せ
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
社
会
課（
あ
２
２
―

７
８
５
１
／

い
２
２
―

２
９
５
４
）

固
定
資
産
価
格
な
ど
の
縦
覧

  

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
価
格

（
土
地
・
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿
）
な

ど
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

納
税
者
は
、
縦
覧
期
間
中
に
限

り
、
所
有
以
外
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
縦
覧

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所
有
資
産

が
、
土
地
、
ま
た
は
家
屋
だ
け
の

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
覧
帳
簿

し
か
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る

部
分（
証
明
す
る
書
類
が
必
要
）
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き

：

５
月
31
日（
木
）
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）

と
こ
ろ

：

税
務
課
、
関
金
支
所
支

所
管
理
課

※ 

納
税
者
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場
合

は
、
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
委

任
状
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
４
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

中
軽
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
用
を
助
成

　

身
体
障
害
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
中
軽
度
の
難
聴
の
あ
る

児
童
に
対
し
て
、
補
聴
器
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

：

４
分
法
平
均
聴
力
が
40

デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満

の
小
学
生
以
下
の
両
耳
の
難
聴
児

助
成
額

：

補
聴
器
購
入
費
用
の
２

／
３（
上
限
あ
り
）

※ 
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
子
ど
も
家
庭
課（
あ
２
２
―

８
２
２
０

／
い
２
２
―

７
０
２
０
）

行
政
相
談
所

① 

と　

き

：

４
月
18
日（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

　

と
こ
ろ

：

市
役
所 

第
３
会
議
室

② 

と　

き

：

４
月
27
日（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

　

 

と
こ
ろ

：

高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー

問
総
務
課（
あ
２
２
―

８
１
１
２
／
い

２
２
―

１
０
８
７
）

く
ら
よ
し
農
家
相
談
会（
第
３
水
曜
日
）

と　

き

：

４
月
18
日（
水
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

市
役
所 

北
庁
舎
会
議
室

内　

容

：

農
地
の
利
用
、
担
い
手

育
成
な
ど
、そ
の
他
農
業
全
般

問
農
林
課（
あ
２
２
―

８
１
５
７
／ 

い

２
３
―

９
１
０
０
）、
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局（
あ
２
２
―

８
１
７
１
）

市
民
生
活
相
談
窓
口

　

生
活
全
般
の
困
り
ご
と
の
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
生
活
相
談
室（
あ
２
２
―

２
７
１

７
／
い
２
３
―

３
７
０
１
）

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

４
月
20
日（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

無
料
で
弁
護
士
、
司
法

書
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
鳥
取
県
中
部
消
費
生
活
相
談
室（
倉

吉
交
流
プ
ラ
ザ
）（
あ
２
２
―

３
０
０
０
）

平
成
23
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
審
議

　

平
成
24
年
２
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
、

２
月
22
日（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
市
営
陸
上
競
技
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民

館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
５
月
上
旬
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

■
議　

案
■【 

原
案
可
決　

１
件 

】

● 

平
成
23
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

問
議
会
事
務
局（
あ
２
２
―

８
１
４
５
／
い
２
２
―

８
１
４
６
）

平２整

市議会報告 

２月臨時会
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ひ
と
り
親
家
庭
児
童
小
中

学
校
入
学
支
度
金

　

倉
吉
市
内
に
居
住
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
が
、
小
学
校
、
中

学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
保
護
者

に
対
し
て
支
度
金
を
支
払
い
ま
す
。

対
象
者

：

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
、

父
子
家
庭
）
の
保
護
者
。
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
、
お
よ
び
前
々

年
分
の
所
得
税
を
課
税
さ
れ
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

金　

額

：

１
万
円

必
要
書
類

：

印
鑑
、
児
童
扶
養
手

当
証
書（
受
給
者
の
み
）
な
ど
、
金

融
機
関
の
預
金
通
帳（
請
求
者
本

人
名
義
）

請
求
期
限

：

４
月
27
日（
金
）

問
子
ど
も
家
庭
課（
あ
２
２
―

８
２
２
０

／
い
２
２
―

７
０
２
０
）

若
者
子
育
て
世
帯
買
い
物
応

援
協
賛
店
が
増
え
ま
し
た

　

「
倉
吉
市
子
育
て
世
帯
買
い
物
応

援
事
業
」
は
、
子
育
て
世
帯
が「
協

賛
店
」に「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」を

提
示
す
る
と
、
割
引
や
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
事
業
に
新
た

な「
協
賛
店
」が
増
え
ま
し
た
。

名　

称（
健
康
・
美
容
）

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

＠
ほ
う
む（
あ
っ
と

ほ
う
む
）（
み
ど
り
町
３
１
８
８
―

４

／
あ
２
３
―

６
１
０
０
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

：

カ
ー
ド
提
示
で

入
会
金
５
千
円
無
料

問
子
ど
も
家
庭
課（
あ
２
２
―

８
１
０
０

／
い
２
２
―

７
０
２
０
）

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

　

倉
吉
市
で
は
、
重
度
障
が
い
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
促
進
を
目
的

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

：

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人（
有
効
、
ま
た
は

判
定
期
限
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
も

の
に
限
り
ま
す
）

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
ま
た

は
２
級

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※ 

た
だ
し
、
倉
吉
市
障
が
い
者
等
通
院

費
助
成
金
を
受
け
る
人
、
お
よ
び
居

住
地
特
例
の
対
象
と
な
る
施
設
な
ど

に
入
所
、
も
し
く
は
入
居
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
他
市
町
村
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い

る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
内
容

：

申
請
を
受
け
た
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
間
の
月

数
に
１
，５
０
０
円
を
乗
じ
た
額
を

限
度
と
し
、
５
０
０
円
券
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

：

①
〜
③
の

手
帳
、
印
鑑

問
福
祉
課（
あ
２
２
―

８
１
１
８
／
い

２
２
―

７
０
２
０
）

道
路
や
水
路
の
占
用
な
ど

に
関
す
る
手
続
き
を

　

自
宅
な
ど
の
土
地
の
整
理
を
行

う
た
め
に
、
道
路
や
水
路
と
の
境

界
確
認
が
必
要
な
場
合
や
、
土
地

造
成
な
ど
の
た
め
に
、
道
路
や
水

路
の
形
状
変
更
や
占
用
が
必
要
な

場
合
、
ま
た
、
す
で
に
道
路
や
水

路
の
敷
地
を
使
用
し
て
い
る
場
合

の
手
続
き
は
、
管
理
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
や
水
路
で
も
国
や

県
な
ど
が
管
轄
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
管
理
課（
あ
２
２
―

８
１
７
４
／
い

２
２
―

８
１
７
９
）

関
金
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫
の
開
館

　

指
導
員
の
も
と
、
個
人
、
家
族
、

団
体
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
、
気
軽
に
楽
し
く

カ
ヌ
ー
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
館
期
間
】

４
月
21
日（
土
）〜
８
月
31
日（
金
）

【
休
館
日
】毎
週
月
、
火
曜
日

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
持
参
す
る
物
】

着
替
え
、
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル
、
飲

み
物
な
ど

【
利
用
料
金
】

カ
ヌ
ー

：

高
校
生
以
下 

３
０
０
円

　
　
　

一　

般　
　

  

５
０
０
円

ボ
ー
ト

：

高
校
生
以
下 

５
０
０
円

一　

般　

１
，０
０
０
円

【
そ
の
ほ
か
】

　

利
用
状
況
、
天
候
に
よ
っ
て
は
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）
※
開
館
後
は
、
あ

２
８
―

６
３
２
２

奨
学
資
金
奨
学
生
を
募
集

　

倉
吉
市
と

（財）
三

さ
ん
し
ょ
う松

奨
学
育
英
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
短
期

大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専

修
学
校
の
専
門
課
程（
修
業
年
限
が

２
年
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
）に

修
学
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　

奨
学
生
は
、
応
募
者
の
中
か
ら
、

選
考
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
採
用
人
数
】

倉
吉
市
奨
学
生

：

４
人

三
松
奨
学
生

：

４
人

【
応
募
資
格
】

倉
吉
市
奨
学
生

：

５
年
以
上
前
か

ら
倉
吉
市
に
住
所
が
あ
る
人
の
子

三
松
奨
学
生

：

５
年
以
上
前
か
ら

倉
吉
市
に
住
所
が
あ
っ
た
人

※ 

他
か
ら
学
資
の
貸
与
、
ま
た
は
給
付

を
受
け
て
い
る
人
、
受
け
る
予
定
の

あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

※ 

保
証
人
が
２
人
必
要
で
す（
親
権
者

と
、
県
内
在
住
で
奨
学
金
の
返
済
が

可
能
な
人
）。

【
申
込
期
限
】４
月
20
日（
金
）

【
貸
与
額
】月
額
５
万
円
以
内

【
貸
与
期
限
】
在
籍
す
る
学
校
の
正

規
の
修
業
年
限
終
了
月
ま
で

【
奨
学
資
金
の
返
還
】
無
利
子
、
貸

与
終
了
後
、
１
年
据
置
、
10
年
以

内
返
還

【
必
要
書
類
】
貸
与
申
請
書
、
在
学

証
明
書
、
世
帯
全
員
の
所
得
証
明

書（
平
成
22
年
分
）

問
教
育
総
務
課（
あ
２
２
―

８
１
６
５
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）

埋
蔵
文
化
財
内
務
作
業
員

を
募
集

作
業
内
容

：

遺
物
の
洗
浄
・
復
元
・

図
面
整
理
・
ト
レ
ー
ス
な
ど
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勤
務
時
間

：

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
平
日
の
週
３
〜
４

日
程
度
）

雇
用
期
間

：

10
か
月
程
度

募
集
人
数

：

８
人

応
募
方
法

：

写
真
を
貼
付
し
た
履

歴
書
を
文
化
財
課
に
持
参
、
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

：

４
月
10
日（
火
）
午
後

５
時

※ 

郵
送
の
場
合
も
、
期
間
内
に
到
着
し

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

選
考
方
法

：

製
図
・
ト
レ
ー
ス
な

ど
実
技
試
験
、
面
接

試
験
日

：

４
月
16
日（
月
）

※ 

詳
細
は
、
本
人
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
文
化
財
課（
あ
２
２
―

４
４
１
９
／
い

２
２
―

２
３
０
３
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
作
業
員

を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
、
倉
吉
市
内
で

実
施
す
る
発
掘
調
査
の
作
業
員
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

作
業
内
容

：

遺
跡
の
発
掘
作
業

（
表
土
剥
ぎ
、
遺
構
検
出
、
遺
構
掘

り
下
げ
な
ど
の
作
業
）

作
業
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
雨
の
日

を
除
く
）

雇
用
期
間

：

約
１
〜
４
か
月
程
度

応
募
資
格

：

健
康
で
各
自
作
業
現

場
に
通
勤
可
能
な
人
、
未
経
験
者

も
可
。

募
集
人
数

：

45
人

受
付
日
時

：

４
月
12
日
（
木
）、
13

日（
金
）の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

受
付
時
に
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
都
合

の
良
い
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

：

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料
館 

研
修
室（
倉
吉
博
物
館
南
隣
／
２
階
）

問
文
化
財
課（
あ
２
２
―

４
４
１
９
／
い

２
２
―

２
３
０
３
）

健
康
農
園
利
用
者
を
募
集

　

倉
吉
健
康
農
園
（
大
谷
）
と
関
金

健
康
農
園
（
関
金
町
関
金
宿
）
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
倉
吉
市
内
在
住
の
非
農

家
の
人

【
募
集
期
間
】４
月
20
日（
金
）ま
で

【
募
集
区
画
】

倉
吉
健
康
農
園

第
１
農
園

‥

３
区
画

第
２
農
園

‥

10
区
画

第
３
農
園

‥

７
区
画

第
４
農
園

‥

13
区
画

関
金
健
康
農
園

第
１
農
園

‥

６
区
画

第
２
農
園

‥

３
区
画

【
利
用
料
】

倉
吉
健
康
農
園

66
㎡

‥

５
，０
０
０
円
／
年

33
㎡

‥

２
，５
０
０
円
／
年

関
金
健
康
農
園

44
㎡

‥

３
，７
０
０
円
／
年

30
㎡

‥

２
，５
０
０
円
／
年

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

問
農
林
課
（
あ
２
２
―

８
１
５
７
／
い

２
３
―

９
１
０
０
）

「
や
ら
い
や
中
部
！
実
践
者
養

成
事
業
」第
１
回
募
集

〜 

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体

を
応
援
！
〜

　

中
部
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
活
動
に
対
し
て
、
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
内
容
な
ど
は
、
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
対
象
団
体
】
企
業
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど

【
対
象
事
業
】
中
部
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
ソ
フ
ト
事
業　

【
支
援
金
の
交
付
額
】

区
分
Ⅰ

：

10
万
円

区
分
Ⅱ

：

30
万
円

【
申
請
期
限
】
４
月
12
日
（
木
）
午
後

５
時

問
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
事
務

局
中
部
発
信
課
（
あ
３
６
―

５
２
３
３
／

い
３
６
―

１
０
１
６
）

市営住宅入居者を募集

募集期間：４月１３日（金）～１９日（木）

抽選日：４月２７日（金）

抽選場所：市役所 第２会議室（本庁舎３階）

入居可能日：５月１８日（金）

入居基準の所得

①各種控除後の世帯の所得が、月額１５８，０００円以下

② 高齢者・障がい者・子育て世帯などについては、

月額２１４，０００円以下（証明書などが必要）

募集住宅一覧

住宅名
部屋
番号

間取り 家  賃
戸
数

駐
車
場

風
呂

うわなだ中央住宅
２３
号

２階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
２６
号

２階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
３２
号

３階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
４６
号

４階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
４７
号

４階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
５２
号

５階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
５３
号

５階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
６２
号

６階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

うわなだ中央住宅
６３
号

６階

２ＤＫ

２３,７００円～
４６,５００円

１
戸
有 有

明治町２丁目住宅
１８
号

３階

２ＤＫ

１５,０００円～
２９,５００円

１
戸
無 有

※ うわなだ中央住宅（２３号、２６号、３２号、４６号）を高齢者
世帯、または障がい者世帯、または母子（父子）世帯、または
子育て世帯優先住宅とします。

問景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２－８１４０）
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まちのイベント

自
衛
官
を
募
集

【
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
）】

対
象
者

：

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

人（
22
歳
未
満
の
人
は
大
学
卒
業

（
見
込
含
））

受
付
期
間

：

４
月
27
日（
金
）ま
で

問
自
衛
隊
倉
吉
事
務
所（
あ
／
い
２
６
―

２
９
０
０
）

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃

　

天
神
川
の
堤
防
や
河
川
敷
を
、

流
域
の
市
町
が
協
力
し
、
一
斉
清

掃
を
行
い
ま
す
。

と　

き

：

４
月
22
日（
日
）
午
前
７

時
〜（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

：

左
表
の
と
お
り

問
建
設
課（
あ
２
２
―

８
１
６
９
／
い

２
２
―

８
１
７
９
）、
ま
た
は
関
金
支
所

支
所
管
理
課（
あ
４
５
―

２
１
１
１
／
い

４
５
―

３
９
６
４
）

カ
ヌ
ー
教
室
受
講
生
募
集

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
も
あ
る

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
の
基
本
を
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
学
ぶ
教
室
で
す
。

　

未
経
験
の
人
で
も
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

【
日　

程
】

第
１
部

４
月
21
日
〜
６
月
17
日
の
土･

日

曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

第
２
部

６
月
23
日
〜
８
月
26
日
の
土･

日

曜
日
／
午
後
３
時
〜
５
時
30
分

※ 

大
会
、
事
業
な
ど
に
よ
り
、
開
催
時

間
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
会　

場
】
関
金
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫

【
対
象
者
】
倉
吉
市
内
在
住
の
小
学

校
３
〜
６
年
生

【
定　

員
】10
人（
先
着
順
）

【
受
講
料
】

第
１
部

：

８
０
０
円

第
２
部

：

３
，０
０
０
円

【
服
装
な
ど
】
濡
れ
て
も
よ
い
服
装

と
運
動
靴
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
期
限

：

４
月
18
日（
水
）

問
生
涯
学
習
課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／

い
２
２
―

１
６
３
８
）

【天神川流域一斉清掃】
各地区の集合場所

地区名 集合場所

①上北条地区
天神川左岸
新田橋西詰河川敷

②上井地区１
天神川右岸
新田橋東詰（水辺の楽校）

③上井地区２
天神川右岸
大塚橋東詰河川敷

④西郷地区１
天神川右岸
竹田橋東詰河川敷

⑤西郷地区２
天神川右岸
大原橋東詰河川敷

⑥上灘地区１
小鴨川左岸
巌城橋北詰堤防

⑦上灘地区２
小鴨川右岸
三明寺橋南詰河川敷

⑧上灘地区３
天神川左岸
竹田橋西詰河川敷

⑨上灘地区４
天神川左岸
大原橋西詰下流堤防

⑩成徳地区
小鴨川右岸
三明寺橋南詰河川敷

⑪ 明倫地区・
小鴨地区

小鴨川右岸
出口橋南詰河川敷

⑫高城地区 高城小学校

⑬小鴨地区 養護学校前河川敷

⑭上小鴨地区
小鴨川右岸
大鴨橋南詰（水辺の楽校）

⑮関金地区 市役所関金支所

※右岸・左岸＝下流に向かっての表現

第８回うわなだ桜まつり
と　き： ４月７日（土）午前１１時～午後３時

ところ：上灘中央公園・上灘公民館

内　容： 出店（各町内・女性部・中学生）／演芸大会／

あそびコーナー／抽選会（要引換券）
※ まつりや会下谷川桜並木をモチーフにしたフォトコンテ

ストも開催します（５月１６日（水）～２０日（日）／倉吉未来中
心アトリウム）。多数ご応募ください。

問上灘公民館（あ２２―０６４０）

時

会下谷川桜並木夜間ライトアップ

春の盆栽展
　鳥取県中部盆栽会員の作品を展示します。厳しい

寒さに耐えてきた樹々の芽吹き、可
か れ ん

憐な花をつけた

盆樹をご覧ください。

と　き：４月６日（金）～８日（日）

午前９時～午後５時（最終日は午後４時まで）

ところ：まちかどステーション（大正町）

問鳥取県中部盆栽会事務局（あ／い２８―１４０７）

女性囲碁の会「こすみ会」仲間募集
　囲碁を始めてみませんか。

と　き：毎週月曜日午後１時３０分～４時 ※祝日休

ところ：中部囲碁会館（下田中）

対象者：女性

参加費：年会費１，５００円と１回３００円

問こすみ会（担当：大津）（あ２２―２８１５／い２３―３７２７）

スポーツ栄養研究会「燃やせ！スポーツ魂」

　本会は、スポーツする人の健康と体力保持、競技力向

上を栄養面からサポートすることを目指しています。

と　き：４月１４日（土）午前１０時～１１時３０分

ところ：倉吉交流プラザ 第１研修室

講　演：スポーツ熱き思い！
　　　　～スポーツに関わって感じること～

講　師：塚野 真樹さん（ＳＣ鳥取 代表取締役）

参加費：１，０００円　定　員：５０人（先着順）

問鳥取県スポーツ栄養研究会（担当：山田／清水病院内／あ
23―2501 ／い 22―3030 ／ eiyou@shimizuhospital . jp）
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から
のお知らせ

■ミニコンサート
　♪小谷郁美ピアノ・コンサート
　　と　き：４月１５日（日）午後２時～
　♪佐々木道也よし笛・コンサート
　　と　き：５月１日（火）午後６時３０分～

勤労青少年ホーム「リフレプラザ倉吉」
住吉町77―1（あ 23―4896／い 23―4897）
利用時間：午前９時～午後１０時

■モーニングシネマ（無料）
　と　き： 毎週火曜日 午前１０時～

１０日「トスカニーニ」

１７日「Ｓｈｉｎｅ」

２４日「アニー」

４月の
上映予定

ふるさと再発見 わかばウオーク
　灘手の史跡・文化財を見て歩き、あらためて郷土

の風土や歴史、伝統文化を発見しませんか。

【と　き】４月２９日（日・祝）午前９時出発 ※雨天決行

【集合・解散場所】灘手小学校（尾原）

【距　離】午　前：約８㎞／午　後：約７㎞

【見学地】別所の地蔵さん・大塚山古墳・伯
はくびざん

尾山窯跡など

【参加費】５００円（昼食代等）  【定　員】１２０人（先着順）

問 倉吉ライオンズクラブ事務局（あ２２―５３８３／い２２―５５２０）

伯耆しあわせの郷
小田 458（あ 26―5581／い26―5633）
利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

■受講生募集

教室名 日　時
定
員
受講料

韓国料理教室
「韓国式魚定食」

①４月２１日（土）
②４月２２日（日）
午前１０時～午後１時
※①か②のどちらか１回

各
２８
人

各
５００円

ちりめん細工教室
～端午の節句～

兜
かぶと

飾りを作る

４月２１日（土）
午後１時～４時

１５
人 ５００円

 受付開始： ４月６日（金）（先着順）

※どちらの教室も、受講料のほかに材料費などが必要です。

倉吉スポーツセンター
葵町591―1（あ22―5674／い22―5684）
利用時間：午前８時３０分～午後１０時

■【スポ食】＋ 森林ウォーク　　

　倉吉スポーツセンター周辺の運動施設や打吹公園で

森林浴を楽しみながら、ウォーキングの基礎を学びます。

　自分の身体のことや今必要な栄養の話を聞いたり、

健康になるための運動を体験してみませんか？

と　き： ４月２８日（土）午前１０時３０分～午後１時３０分

 ６月３０日（土）午前１０時３０分～午後１時３０分

９月２９日（土）午前１０時～午後２時

１２月  ８日（土）午後１時～３時３０分

ところ：倉吉スポーツセンター・打吹公園周辺

定　員：５０人

受講料：各３５０円（保険含む）
※４月２８日（土）のみ、スポ食弁当代６００円が必要

受付開始：４月９日（月）午前９時（先着順）

市営温水プール
駄経寺町１９８―２（あ47―1186／い47―1187）
利用時間：午前１０時～午後８時
休館日：毎月第１・３・５月曜日

■７０歳以上は利用料金を免除します

  高齢者の健康増進のため、利用料金を免除します。

期　間：４月１日（日）～平成２５年３月３１日（日）

対象者：倉吉市在住の７０歳以上の人

無料利用証の発行：健康保険証、または運転免許証な

ど本人確認できるものを持参してください。

第２７回 倉吉の窯 春の作陶展
　この春に窯出しをした作品の展示をします。

と　き：４月１８日（水）～２２日（日）

午前９時～午後１０時

ところ：倉吉未来中心 アトリウム

問中部陶芸協会（あ２８―０６０５）

国際ソロプチミスト倉吉

チャリティーバザー
と　き：４月１４日（土）午後１時～２時

ところ：倉吉まちかどステーション（大正町）

問国際ソロプチミスト倉吉（あ２２―８２１１）

と　き：４月２７日（金）午前９時４５分 ～正午

集合場所：子育て総合支援センター「おひさま」

※上灘公民館の調理室で作ります。

対象者：離乳食後期以上の保護者

託　児： 保護者のみ調理室に入ります。託児が必要な場

合は事前に申し込んでください（人数制限あり）。

講　師：子ども家庭課・保健センター栄養士

持ってくる物：エプロン、三角巾、お茶

申込期限：４月２１日（土）

問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２―３９１４）

子どもの日のお祝いランチ作り
～おひさまキッチンスタジオ～

子育て総合支援センター子育て総合支援センター「おひさま」「おひさま」からのからの

（15）平成 24.4


